
 

静岡市監査委員会議記録 

 

会  議  令和２年度 第３回 監査委員定例協議会 

 

開催日時  令和２年７月２日（水）午前９時 15分～10時 50分  

 

出 席 者  監査委員 村松 眞、白鳥三和子、山根田鶴子、山本 彰彦 

   事務局長 森井 聡 

   書  記 小倉 淳司 

     白鳥 浩司、山田  裕、鈴木 浩之、稲葉 典子 

     石川 修之、山本 和延、神山 悟 

     新海 拓也、望月健司郎 

 

──────────────────────────────────────── 

 

会議内容 

 

１ 開会宣言 小倉次長 

 

２ 例月現金出納検査等（５月分） 

   各会計の担当係長から、会計毎の予備検査結果について、現金出納が適正に処理され

ている旨の報告があり、その後、監査委員による質疑を実施した。 

（１）説明者等 

  ア 各種会計 石川係長（監査第２係） 

  イ 病院事業会計 新海係長（監査第３係） 

  ウ 水道事業会計 白鳥次長補佐（監査第１係） 

  エ 簡易水道事業会計 白鳥次長補佐（監査第１係） 

  オ 下水道事業会計 石川係長（監査第２係） 

（２）発言等 

  ア 各種会計 

    特になし 

 

  イ 病院事業会計 

   （村松代表） 

    入院、外来収益は、新型コロナウイルス感染症による影響を受けているのか。 



 

   （事務局） 

    新型コロナウイルスによる影響のほか、外来患者数においては前年同月と比較し

診療日数が３日少ないことが、また、入院患者数においては循環器内科の常勤医師の

退職が、患者数減の要因と考えられる。 

   （白鳥委員） 

    前月に10億円以上あった医業未収金が今月は６億円程度となっている理由を具体

的に説明してほしい。 

   （事務局） 

    確認の上、後日、御説明する。 

 

  ウ 水道事業会計 

   （村松代表） 

    雑収益の内容はどのようなものか。 

   （事務局） 

    庁舎の賃貸料や太陽光発電受給電力、互助会交付金の精算分などである。 

 

  エ 簡易水道事業会計 

   （白鳥委員） 

    給水収益として1,510円が計上されているが、額が少なくないか。 

   （事務局） 

    定期的な調定は偶数月にあり、今回の５月の調定は臨時的なもの。住民の方が退去

されたことに伴い、臨時に徴収したものである。 

 

  オ 下水道事業会計 

    特になし 

 

３ 協議会議事 

（１）協議事項 

  ア 協第９号 令和２年度出資団体監査実施計画の策定について 

   ① 説明者 石川係長 

   ② 要 旨 議案集により説明 

   ③ 発言等 

    （白鳥委員） 

     前回の監査で意見したものについて、報告を求めるなどしているのか。 

    （事務局） 

     意見は、措置や対応の報告を必要としていない。ただし、その後の監査・審査に



 

おいて、意見した内容を踏まえて確認をしている。 

   ④ 結 果 村松代表監査委員から承認の可否について諮ったところ、全員一致で

承認された。 

 

  イ 協第10号 令和２年度財政援助団体監査実施計画の策定について 

   ① 説明者 白鳥次長補佐 

   ② 要 旨 議案集により説明 

   ③ 発言等 特になし 

   ④ 結 果 村松代表監査委員から承認の可否について諮ったところ、全員一致で

承認された。 

 

  ウ 協第11号 令和２年度指定管理者監査実施計画の策定について 

   ① 説明者 新海係長 

   ② 要 旨 議案集により説明 

   ③ 発言等 特になし 

   ④ 結 果 村松代表監査委員から承認の可否について諮ったところ、全員一致で

承認された。 

 

  エ 協第12号 令和２年度学校監査実施計画の策定について 

   ① 説明者 白鳥次長補佐 

   ② 要 旨 議案集により説明 

   ③ 発言等 

    （山本委員） 

     これまで清水区内の小中学校で事件や事故があったと思うが、監査の対象とな

る学校の選定に当たって、このような点は考慮しているのか。 

    （事務局） 

     事件や事故の事例としては、水銀持出やハンドボールゴールの転倒、少し前の事

例ではサッカーゴール転倒事故もあり、清水区の事例が目立つが、対象となる学校

は、事件や事故の発生状況ということではなく、過去に監査対象となっていないこ

とを考慮して選定した。 

    （山本委員） 

     学校の事故に、使い込みもあったと思うが。 

    （事務局） 

     学校預かり金については、平成29年度行政監査でこれをテーマとした監査を実

施しているが、この監査の結果を踏まえ、学校監査における着眼点を前年度から追

加している。 



 

     予備監査においては、事務局職員が預かり金の帳簿の確認などを行っている。 

    （村松代表） 

     清水区の事件については、全体的に考慮しており、事件があったからといってそ

の学校を対象とするということではなく、葵区や駿河区も平準化して同じレベル

で見るようにしている。 

   ④ 結 果 村松代表監査委員から承認の可否について諮ったところ、全員一致で

承認された。 

 

  オ 協第13号 包括外部監査人の監査の事務補助者に関する協議について 

   ① 説明者 白鳥次長補佐 

   ② 要 旨 議案集により説明 

   ③ 発言等 特になし 

   ④ 結 果 村松代表監査委員から承認の可否について諮ったところ、全員一致で

承認された。 

 

（２）報告事項 

   報第２号 指導事項に対する対応状況（定期監査）について 

・・・・・新海係長が説明  

 

（３）その他連絡事項 

  ア 令和２年度第２回定例協議会議事録の公表について 

・・・・・白鳥次長補佐が説明  

  イ ７・８月の日程について 

・・・・・小倉次長が説明  

 

４ 閉会宣言 小倉次長 

 


